
№ 発言者 質疑事項 回答

・　福祉会館について

1 3

　航空機騒音対策の補助金はどの
程度あったのか。

　共同利用施設補助金額の単価表（昭和57年
度）は以下のとおりです。

・　公園施設について

1 7

　中央公園パークセンターについ
て、収入が０になっている。中央
公園では、物産展などのイベント
を頻繁に行っているようだが、利
用料をとっていないのか。

　物産展は、本市事業、地元社協や商工会議
所による事業など公共性公益性が高い事業だ
け認め、減免で許可をしています。

2 6

　中央公園パークセンターの利用
者が年々減少している一方で、上
坂部西公園緑の相談所では、年々
増加しているが、なにかしている
のか。

　正確に分析はできていませんが、上坂部西
公園については、フィールド（公園環境）を
利用したイベントが行いやすいのではないか
と思われます。

3 8
　魚つり公園について、不便なと
ころにあるが、交通の便はどうな
のか。

　利用者は車で来園されています。
　釣具や野球道具等を持参されることも多い
ので車の利用になると想定されます。

・　図書館について

1 6
　中央図書館の人件費が多くか
かっているようだが、職員数は。

　中央図書館は４係からなっており、館長を
含めて正規８人＋非常勤嘱託（30Ｈ）10人
（図書館司書業務）が配属されています。

2 8
　年間の図書の購入数とその費用
は。

平成25年度実績としては、以下のとおりで
す。
図書購入数：15,562冊
図書購入額：27,961千円

（福祉会館、「貸し館機能を有する施設」、公園施設、図書館）

第９回における質疑事項について

新築 改築

1 50以上 80.00 8,900 4,100

2101以上 120.00 17,800 8,200

3351以上 310.00 46,200 21,200

4601以上 500.00 74,600 34,300

補助額（千円）種
別

世帯数
面積
（㎡）
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№ 発言者 質疑事項 回答

（福祉会館、「貸し館機能を有する施設」、公園施設、図書館）

第９回における質疑事項について

・　その他

1 6

　児童ホームの児童育成料（月額
10,000円）が他都市と比較して高
くなっているが、これはなぜか。

　児童育成料については、国から「保護者か
ら経費の一部を負担させることができる」こ
とが示されており、その運営費の負担の考え
方として、必要となる人件費のほか運営に係
る経費の2分の1を保護者が負担する形が示さ
れています。
　こうしたなか、各自治体において運営手法
や配置する人員等が異なり、必要経費も様々
であることから、こうした差が発生している
状況となっています。

（参考）阪神間の状況
西宮市8,200円、芦屋市8,000円、
伊丹市6,200円、川西市7,500円、
宝塚市8,000円、三田市8,000円

2 5

　指定管理について、業務委託で
あれば委託契約となるが、指定管
理者制度では、協定という。この
違いはなにか。

　指定管理者制度における指定とは、議会の
議決を得て、行政処分として法人等に公の施
設の管理権限を委任するものであり、法人等
との契約ではありません。
　この行政処分（指定）により、指定管理者
においては、施設の使用許可等の管理権限を
行使することができます。
　一方、契約によって外部に委託する業務委
託においては、こうした管理権限はありませ
ん。
　こうしたことから、市と指定管理者とは協
定を締結することとしています。

以　上
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№ 発言者 意見等の概要

・　福祉会館について

1 6,7

　今は地元に貸し出しているので、修繕費等がかかっていないようだが、今後、老
朽化すると建替え等の費用が市の負担になることが予想される。利用率が低く耐震
性がないところから、順次廃止や集約建替えしていく必要があるのではないか。

2 1

　地域での集まりをする時には、こうした施設も必要であることはわかる。地元で
の活動に使われる施設であるので、市がなにか口出しすることは難しいかもしれな
いが、利用が不十分なところは、行政も利用を誘導するようなことをする必要があ
るのではないか。例えば活動が活発なところの事例等の紹介など。

3 5
　市のお金がつかわれている施設であるので、市としても、利用活性化の誘導を、
強い気持ちで取り組んでほしい。

4 2
　地図で見ると、近いところに複数あるところがある（善法寺、高田会館など）。
集約することができるのではないか。

5 6

　地区会館、公民館、福祉会館と集会に使える施設は複数あるが、市民は、それぞ
れがどういう目的で建築されたものなのか、わからない。また、一般的には、福祉
会館という名前では、利用が特定の人に限られているのではないかと思ってしまう
のではないか。

6 3
　地元の集会所として、地元で不動産を所有しているところもあるので、仮に廃止
とした場合で、どうしても必要ということであれば、空き家などを利用するという
ことも考えられるのではないか。

・　「貸し館等の機能を持つ公共施設」について

1 5

　同じ機能を有する施設が多いのだと感じる。目的別に施設を建築するのではな
く、複合化することで、機能は維持したまま、施設量を削減することができるので
はないか。機能を維持できれば、施設利用者からの反発もないのではないかと思
う。
　また、複合化した際の行政内部での支障について、部署が違うから複合化できな
いという話は、市民からは納得できるものではない。もし、複合化できないものが
あるのであれば、どういった問題があるから不可能なのかということをきちんと説
明してほしい。

2 7
　例えば、６地区に分けて考えてみて、各地区の施設のうち、耐震化できており、
最も規模の大きい施設に複合化するということも考えてみてはどうか。

3 1
　地区が違う場合でも、施設同士が近い場合もある。地区をまたがっての施設利用
も考えられるのではないか。

第９回における意見の内容について

（福祉会館、「貸し館機能を有する施設」、公園施設、図書館）
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№ 発言者 意見等の概要

第９回における意見の内容について

（福祉会館、「貸し館機能を有する施設」、公園施設、図書館）

・　公園施設について

1 8
　公園施設という括りではなく公園全般のことになるが、子どもたちが遊ぶ場所が
なくなっているので、学校の校庭の開放や、南部の工場跡地などを維持費がかから
ない形で整備して、子どもたちの遊び場を確保してほしい。

・　図書館について

1 6
　図書館を見るとその都市の文化レベルがわかると言われる。限りある予算の中で
も、できるだけ整備して、都市の魅力を高めてほしい。

2 5

　例えば市内の各鉄道駅近くに図書機能があれば、子どもたちも気軽に立ち寄るこ
とができ、学力向上に寄与するのではないか。また、蔵書数が増える一方で、貸出
し冊数は年々減少傾向にあるので、図書館でのイベントなどをPRしていく必要があ
るのではないか。

以　上

2/2


